車椅子介助説明　2009/07/25

1、 こんにちは、これから車椅子介助のデモンストレーションをして、それから皆さんに車椅子介助の体験をしてもらいたいと思います。

2、 看護の基本は患者さんの体力の消耗を最小限に抑えることで、その為に効率的で安全、安楽な方法があります。

3、 その為には使用する車椅子を知っておく必要があるので、簡単に説明したいと思います。

4、 各部説明・・・ブレーキ、脚を乗せるためのフットプレート、腕を乗せるためのアームレスト、前輪キャスター、段差で前輪キャスターを上げるためのティッピングバー、患者さんが自分で車椅子を動かす為のハンドリング。

5、 それでは実際にやってもらいます。

6、 まず車椅子介助をする前に車椅子の点検をします。車椅子を開く時に、手を挟まないように注意してください。タイヤの空気量、ブレーキの機能。（閉じる動作も見せる）

7、 点検が終わったら、車椅子を患者さんの足元に用意します。距離が近いほど患者の体力の消耗を防げます。ブレーキをかけ、フットプレートは上げておきます。

8、 患者さんに車椅子を使用しますという説明をします。看護では一つ一つの動作において、患者さんへ説明し、了解と協力を得ます。

9、 それではベッドから車椅子への移動をしてもらいます。

10、 看護師は重心を患者さんの重心の高さに合わせ、近付けることで、双方の体力の消耗を抑え効率よく動作出来ます。

11、 患者さんの腕を看護師の肩に回してもらい、看護師は患者のウエスト辺りを抱きかかえるように手を回します。

12、 その場で立ち上がることを告げ、患者さんが前傾になるように立たせていきます。普段私たちが一人で立ち上がる場合、自然と前傾姿勢になるので、介助でも同じような動作になるように心がけます。

13、 患者さんを車椅子の座席に近いところまで移動させ、患者さんの殿部つまりお尻を先に座席に乗せられるように前傾姿勢をとらせて、静かに座らせます。この時、患者さんがアームレストに掴まることが可能であれば、説明して掴まってもらいます。リハビリの為にも患者さんが出来ることならやってもらうことが大事です。

14、 深く座れなかった場合には、看護師は車椅子の後ろに回り、患者に腕を組ませて、後ろから肘に近い部分を握り、患者さんを前傾にさせて、腰を浮かせながら引き上げます。この時前傾をとらないと、上体だけが引っ張られ、腰の位置が動きにくくなります。

15、 フットプレートを下ろして足を乗せ、もし患者さんが寒そうであればタオル等を膝の上にかけてあげます。

16、 車椅子の移動での注意点をいくつか説明したいと思います。

17、 移動時には腕や足の壁への接触に注意してください。患者の腕がアームレストに乗っていると、壁などにぶつかる危険性があるので、膝の上に置いてもらうといいです。

18、 急発進をしたり急に曲がったりすると患者を恐がらせてしまうので、発進時やカドを曲がる場合などにも声をかけます。またカドを曲がる場合は内輪差があるので、角にぶつからないように大回りします。

19、 今日は坂や段差での体験はありませんが、下り坂や段差を下りる場合には患者が車椅子からずり落ちないように、後ろ向きに進んだりもします。

20、 今日は車椅子介助の体験なので、ベッドから車椅子への移動はやらずに、患者さん役の人に自分で車椅子に座ってもらうのですが、その際に必ずブレーキがかかっているか確認をしてください。またフットプレートが下りたままだと危険ですので、上げてから座ってください。車椅子から降りる場合も同じように、ブレーキをかけて、フットプレートを上げてから降りてください。

21、 簡単ですが、デモンストレーションを終わります。

